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2)魚 類 にお ける味上 皮特異 的 に発現 す るGタ

ンパ ク質 の局 在

○福山 悦子,大 須賀謙二1,丸 井 隆之1

(奥羽大 ・大学院 ・顎口腔外科,

奥羽大 ・歯 ・口腔機能分子生物1)

ア ミノ酸や,苦 ・甘味 の受容 には,Gタ ンパ ク

質 共 役 型 受 容 体(G-proteincoupledreceptor,

GPCR)が 関 与 して い ることが明 らかに され てい

る。 これ まで に,魚 類 の コイの味上皮 か ら,RT-

PCRに よ って得 られたGPCRの 部 分配列 が,哺 乳

類の味細 胞 に特異 的 に見 られ るGタ ンパ ク質 であ

る α-gustducinと 高 い相 同性 を持 つ配 列 が 認 め

られ た。 しか しなが ら,市 販 され てい るラ ッ トの

α-gustducinに 対 す る抗 体 は,魚 類 で は抗 原抗

体反応 を示 さないので,こ の部分配列 が齧歯類 と

魚類 では大 き くことなってい るもの と考 え られ る。

本研究 では コイのGタ ンパ ク質の ア ミノ酸部分 配

列 の特徴 的 なペ プチ ドに対 して抗体 を作 り,コ イ

味上皮 にお けるそのGタ ンパ ク質 の局在 を調べ る

ことを 目的 に免疫 組織化学 的検索 を行 った。

研 究材 料 と した コ イの ヒゲ を切 断 し,4%パ ラ

ホル ムァル デ ヒ ド-0.1Mリ ン酸緩衝液 と0.25%グ ル

タール アルデ ヒ ドの混合液 中で固定 を行 った。 免

疫 組織 化学実 験 には,コ イの味上 皮 由来 のGタ ン

パ ク質 の ア ミノ酸配 列 の うち20個 の 特異 的 な配
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列(-IDFGDAARADDARQLFVLAG-)を 抗原ペプ

チ ドとした一次抗体 を作製 して用い,二 次抗体と

しては市販のHRP標 識されたヤギ抗 ウサギIgG抗

体を用いた。発色は0.02%3,3'_diaminobenzidine

tetrahydrochloride(DAB)で 行い,対 照試験 とし

て一次抗体 を除いたblank試 験 と,免 疫反応の特

異性を検定する免疫吸収試験を行った。

結果は,コ イ味上皮の味蕾の中の一部の細胞に

免疫陽性反応が見 られた。また,対 照試験の結果

より,作 製 した抗体が特異的にコイの味細胞に反

応 していることを確認することができた。近年,

分子生物学的に味覚受容体の解析が急速に進めら

れており,哺 乳類においては甘味受容体TIRと 苦

味受容体T2Rは それぞれ味蕾内の別の細胞に存在

しており,甘 味 と苦味を受容する細胞は別である

と考えられている。今回の実験結果より,魚 類に

も哺乳類と類似 した,味 細胞に特異的に発現する

Gタ ンパク質が存在 し特定の味細胞 によって味覚

の受容が行われているが,哺 乳類のそれとは異

なった塩基配列をもつ ことが確認 された。
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